
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本紙及び山岳遭難発生情報は、埼玉県警察ホームページ 【 暮らしの安全 → 山岳情報 】 に掲載しています。 

 

令和５年上半期の山岳遭難発生状況 

 令和５年上半期の山岳遭難は 

  ３７件４０人（前年同期比＋２件＋２人） 

となっており、年間の発生件数が過去最多を記録した昨年を上回るペー

スで山岳遭難が多発しています。 

 また、山岳遭難の態様（原因）は 

   転 倒 １２件１２人（構成比３２％） 

   道迷い １１件１３人（構成比３０％） 

   滑 落  ７件 ７人（構成比１９％） 

   疲 労  ４件 ５人（構成比１１％） 

   病 気  ３件 ３人（構成比 ８％）など 

の順で多くなっています。 

 山岳遭難が多発する一方、遭難者の登 

山届提出率は、令和５年上半期の山岳遭 

難３７件中、登山届提出がされていたの 

は１２件であり、 

 提出割合 ３２％ 

 （前年同期比＋１２％） 

と向上しています。 

 今後ともリスクマネージメントを意識 

した登山届作成と提出をお願いします。  

    

警報 
WARNING 

【６月１７日・両神山の救助状況】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山岳救助隊・ポリスワークセミナー開催中 
・山岳救助隊の活動に特化した体験型のセミナーを毎
月、秩父警察署で開催しています。受験生ほか、家族・
友人の方も一緒に体験できますで、ぜひ参加してみて
ください。 
・お問い合わせ 
 埼玉県警・地域総務課 ０４８ー８３２ー０１１０ 

～山岳遭難情報はコチラ！～     ～採用情報～ 

～登山届はコチラ！～ 

 

令和５年６月の山岳遭難発生状況 

月日 場所 遭難者 死傷別 態様別 状況 

６/17 両神山 70代男性 重傷 滑落 
登山中に熊と遭遇し、避難するため山中を急いで移
動していたところ道に迷い、さらに斜面でバランス
を崩し滑落したもの。 

６/17 両神山 50代女性 重傷 滑落 下山中に登山道を踏み外し滑落したもの。 

６/21 武甲山 50代女性 負傷なし 道迷い 
下山中に林道上の立ち入り禁止の標識を見て、道に
迷ったと誤認し、現在地が分からなくなったもの。 

 

 夏から秋にかけてクマやスズメ 

バチなどの野生動物の行動が活発 

になります。 

 クマに遭遇しないよう、クマ鈴 

やラジオなどの音で、人が近くに 

いることをクマに知らせながら歩 

くことを心掛けましょう。 

 また、黒い服装や香りがある整 

髪料、香水などは、ハチに狙われ 

やすくなるとともに地面に巣を作ることもあるので、注意しましょう。 

野生動物の襲撃に注意！ 


